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人の鼓動、もっと社会へ。

株主の皆さま、平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
ここに当社第60期（2024年4月1日から2025年3月31日まで）の業績についてご報告いたします。

Powering the world with passion.

Change & Challenge for Smile

に伴う機器入替など、堅調な需要
が見込まれ、人手不足を補う月極
駐輪場管理システム「ECOPOOL」
や、豊富な実績により培ったコン
サルティング力や高品質なサービ
スを強みに、引き続き確実な受注
獲得に努めてまいります。また、近
年では収益性向上を目指し、駐輪
場の料金改定や自治体戦略の推進
など、様々な施策を通じて強固な
財務基盤を築いてまいりました。
今後もプライシングモデルの確立
による機動的な料金改定の実施
や、駐輪場データの分析・活用による合理的な駐輪場展開など、デー
タドリブンによる効率的な駐輪場運営を加速させてまいります。
全社的な取り組みでは、今後も人的資本投資の拡大、新規事業

や次世代駐輪場開発への投資を進め、中期経営計画「Vision2026」
の計画達成に向けて全力を尽くしてまいります。また、より一層の
企業価値向上を目指した資本コストや株価を意識した経営の実現
に向け、株主の皆さまに対する利益還元の姿勢をこれまで以上に
明確かつ充実させるとともに、株主層の拡大を図るため、配当方針
について、目安とする連結配当性向を「30％以上」から「50％以上」
に変更することといたしました。これにより、来期の年間配当は、 
1株当たり普通配当120円（中間配当60円、期末配当60円）を予定
しております。株主の皆さまにおかれましては、今後とも変わらぬ
ご支援を賜りますよう、心よりお願い申し上げます。

Vision2026 Medium-term management plan

連結配当性向

売上高 320 億円
営業利益 30 億円
営業利益率 9.4 ％
ROE 20 ％以上

グループ連結

50%以上

既存ビジネスの付加価値向上と新しいビジネス
の創出による更なるNCDバリューの追求

企業価値向上に向けた経営基盤の強化

最適なグループ事業体制の再構築

基本
方針

2026年3月期
の財務目標

株主
還元方針

配当方針の変更に関するお知らせ https://ssl4.eir-parts.net/doc/4783/tdnet/2611504/00.pdf

代表取締役社長 下條 治

当期につきましては、IT関連事業およびパーキングシステム事
業が引き続き好調に推移し、前年同期比で増収増益となりました。
これにより、当期の売上高は、30,106百万円（前年同期比18.1％
増）、営業利益2,809百万円(前年同期比32.8％増）、経常利益2,852
百万円（前年同期比33.3％増）、親会社株主に帰属する当期純利益
1,905百万円（前年同期比37.3％増）となりました。
当期の期末配当につきましては、株主還元方針ならびに当期の

業績の状況、経営環境等を総合的に勘案し、普通配当を直近公表
値の33円から4円増配し、1株当たり37円といたしました。これに
より、当期の年間配当は、既に実施済みの中間配当33円と合わせ、 
1株当たり70円となります。

IT関連事業では、顧客企業のIT投資が堅調に推移する一方で、外
部要員費の上昇や人材確保のための賃上げ等による人件費の増加
が見込まれます。今後も、人材育成や即戦力となる中途採用のさら
なる強化、ニアショア活用、子会社とのシナジー創出などに注力す
ることで、顧客ニーズの多様化に柔軟に対応するとともに、顧客の
ITライフサイクルを包括的にサポートするITフルアウトソーシン
グの推進などにより、既存顧客の領域拡大および新規顧客の獲得
に取り組んでまいります。
パーキングシステム事業では、駐輪場利用は安定して推移して

います。顧客企業や自治体においても、駐輪場の新規開設や老朽化

業績のご報告

今後の見通し

変更
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売上高（百万円）

• システム構築ソリューション
• パッケージソリューション
•  アプリケーション保守・運用ソリュ
ーション

•  インフラ構築ソリューション
•  インフラ保守・運用ソリューション
•  業務サポートソリューション

NCD、ゼクシス、
NCDテクノロジー

•  駐輪場の設営・運営・管理受託
•  駐輪場管理システムの販売 
および運営

•  自転車関連の総合コンサルティング

営業利益（百万円）　営業利益率（%）

当期純利益（百万円）　ROE（%） 配当金（円）　配当性向（%）

第61期第60期第59期第58期

22,853

30,106
25,481

32,000
（予想）

第60期第59期第58期

9,243
10,421

12,699

第60期第59期第58期

6,892
7,735

9,409

第60期第59期第58期

6,675 7,297
7,975

第60期第59期第58期

1,033

1,541
1,867

第60期第59期第58期

703
851

1,029

第60期第59期第58期

817

1,284

1,786

第61期第60期第59期第58期

1,195

■ 営業利益
　 営業利益率

2,809

2,115 9.3

3,000
（予想）

9.4
（予想）

8.3

5.2

第61期第60期第59期第58期

14.3

672

24.5

1,905
1,950
（予想）

1,387
27.0

■ 当期純利益
　 ROE

第61期第60期第59期第58期

120
（予想）

50

■ 配当金
　 配当性向 50.3

（予想）

70

30.029.3
24.0

20

保険会社のアプリケーション保守や、
ガス会社のシステム開発、製造業の基幹
システム刷新案件等が寄与し、前年同期
比で大幅な増収となりました。利益面に
おきましては、福岡オフィスの移転コス
トなどにより費用が増加したものの、顧
客への価格交渉が順調に進んだことなど
で収益性が向上し、前年同期比で増益と
なりました。

製造業におけるAmazon Web Services
やMicrosoft Azureなどを活用したクラ
ウド型基幹システムの運用や、ジャパン
コンピューターサービスによるIT資産管
理ソリューションの導入支援などが寄与
し、前年同期比で大幅な増収増益となり
ました。

駐輪機器の老朽化に伴う自治体駐輪場
の機器入替や、大規模な駅前再開発に伴う
駐輪機器の販売や施工などの大型案件を
受注したほか、駐輪場利用料収入も堅調に
推移し、前年同期比で増収となりました。
利益面におきましては、増収の効果や、料
金改定による自営駐輪場の採算性の向上、
自治体戦略の見直しによる指定管理業務
の収益性の改善なども寄与し、前年同期比
で大幅な増益となりました。

決算ハイライト

主要な
サービス

主要な
サービス

主要な
サービス

NCD、NCDソリューションズ、NCDテクノロジー、
ジャパンコンピューターサービス、NCD CHINA

NCD、NCDソリューションズ、NCDテクノロジー、
ジャパンコンピューターサービス NCD、NCDプロス、NCDエスト

主要セグメント別概況

システム開発事業 サポート＆サービス事業 パーキングシステム事業

301億 6百万円

売上高
 （百万円）

売上高
 （百万円）

売上高
 （百万円）

セグメント利益
 （百万円）

セグメント利益
 （百万円）

セグメント利益
 （百万円）

28億 9百万円
営業利益

9.3％
営業利益率

19億 5百万円
当期純利益

27.0％
ROE

70円
配当金

30.0％
配当性向
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トピックス

パーティーの様子

左：パーキングシステム事業部長 中根 純一
中央：代表取締役社長 下條 治
右：パーキングシステム事業部副事業部長 兼 事業推進室長 諸口 敦也

「ECOPOOL 10万台達成記念 感謝の集い」を開催

　月極駐輪場管理システム「ECOPOOL（エコプール）」の全国導入台数10万台
達成(*)を記念して、お客様をお招きした感謝の集いを2024年10月29日に開催し
ました。
　ECOPOOLは、2013年に当社が独自開発した日本初のWeb月極駐輪場管理シ
ステムです。利用登録から利用開始まで全てインターネットで完結するため駐
輪場スタッフの常駐が不要で、駐輪場の管理運営コストの削減を実現します。
　パーティーでは、日頃お取引をいただいている鉄道会社や駐輪場運営団体な
どのお客様に感謝の意をお伝えするとともに、本システムの開発の経緯や、最近
の大規模な導入事例をご紹介しました。ご来賓の皆さまから激励のお言葉をい
ただき、お客様や社会に貢献できる喜びを社員一同、あらためて実感することが
できました。今後も皆さまのご期待に応えられるよう、さらなるサービス向上に
努めてまいります。 

(*)2024年5月21日公表

ECOPOOLの詳細は
当社HPの事業紹介ページよりご確認いただけます。
https://www.ncd.co.jp/business/ps/

認知拡大に向けたIR・PR活動の推進

　NCDグループでは、株主・投資家の皆さまとの建設的な
対話を通じて中長期的な企業価値の向上を図ることを基
本方針とし、決算説明会の開催のほか、各種投資家向けの
メディアやSNSを活用した情報発信など、様々なIR・PR活
動を推進しています。 引き続き、NCDグループの認知拡
大に向けた取り組みを積極的に検討、展開してまいります。

今後の予定等は当社HPの
ニュースページよりご確認いただけます。
https://www.ncd.co.jp/news/

主な活動状況
● 日経ESG 2025年3月号の特集「未来戦略インタビュー」に当社代表取
締役社長下條のインタビュー記事が掲載（2025年2月8日発売）

  https://project.nikkeibp.co.jp/ESG/atcl/column/00006/022600519/

● 日興アイ・アールのYouTubeチャンネル「ディスカ場」に「妄想する決
算」氏と当社代表取締役社長下條の対談動画が公開（2025年3月14日）

  https://youtu.be/1AAHWAd2Zts

●  日経マネー2025年5月号の特集「今、注目のお宝株！イチオシ企業ピッ
クアップ特集！」に当社広告記事が掲載（2025年3月21日発売）

  https://ssl4.eir-parts.net/doc/4783/ir_material3/245284/00.pdf

TCFD提言に基づく情報開示を開始

　マテリアリティ「カーボンニュートラル実現への貢献」への対応の一環として、GHG（温室効果ガス）排出量の算定に向けた必要
データの収集と、気候変動への取り組みについての検討を重ね、2025年3月期有価証券報告書よりTCFD（気候関連財務情報開示タ
スクフォース）提言に基づく気候変動関連リスクおよび機会に関する情報開示を開始しました。引き続き、算定対象範囲のグルー

プ会社への拡大や中長期的なGHG削減目標の策定など、グループ一
丸となってサステナビリティ経営を推進することで、企業価値の向上
を目指すとともに、持続可能な社会の実現に貢献してまいります。

詳細は当社HPの有価証券報告書
ページよりご確認いただけます。
https://www.ncd.co.jp/ir/library/securities/
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（2025年3月31日現在）

（2025年6月24日現在）

（2025年3月31日現在）

事業年度 毎年4月1日～翌年3月31日
配当金受領
株主確定日 毎年3月31日、9月30日

株主名簿管理人
三菱UFJ信託銀行株式会社特別口座の

口座管理機関
同連絡先 三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

東京都府中市日鋼町1-1　
電話    0120-232-711（通話料無料）
郵送先 〒137-8081　
　　　 新東京郵便局私書箱第29号　
　　　 三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部

上場証券取引所 東京証券取引所 スタンダード市場
（証券コード4783）

株主・投資家をはじめとした幅広いステー
クホルダーの皆さまに対して、中長期的な企
業価値向上に向けた取り組みをお伝えするこ
とを目的に、2024年11月、NCDグループ
では初めてとなる統合報告書「Integrated 
Report2024」を発行しました。

本統合報告書は、価値創造モデルや強み
とともに、成長戦略、財務戦略、サステナビ
リティ、人的資本経営への取り組み、コーポ
レートガバナンスなどについてわかりやすくコ
ンパクトにご紹介する構成となっておりますの
で、ぜひご覧ください。

株主通信に関するお問い合わせ先　 総務部  TEL 03-5437-1021

〒141-0031  東京都品川区西五反田四丁目32番1号
TEL  03-5437-1021
https://www.ncd.co.jp/

NCD株式会社

NCD 公式 IR note統合報告書 「Integrated Report2024」

（注）上記人数には、契約社員、パートタイマー、嘱託契約の従業員および
　　  派遣社員を含みません。

社名 NCD株式会社
（英文名称：NCD Co., Ltd.）

設立年月日 1967（昭和42）年3月16日
資本金 438,750,000円
従業員数 1,439名（連結）

● NCDソリューションズ株式会社　　● NCDテクノロジー株式会社
● 株式会社ジャパンコンピューターサービス　
● 天津恩馳徳信息系統開発有限公司（NCD CHINA）　
● NCDプロス株式会社　　● NCDエスト株式会社

代表取締役社長 下條　治
取締役（専務執行役員） 高木　洋
取締役（専務執行役員） 加藤　裕介
取締役（執行役員） 後藤　紀子
社外取締役 宮田　晴雄
社外取締役 小山　俊也
取締役（常勤監査等委員） 小林　勇記
社外取締役（監査等委員） 中山　かつお
社外取締役（監査等委員） 奥野　滋
社外取締役（監査等委員） 安岡　正晃

執行役員 中根　純一
執行役員 苅辺　勉
執行役員 安藤　登志夫
執行役員 菊地　貴人
執行役員 諸口　敦也

株
主
メ
モ

会社概要

役 員

連結子会社

株主の皆さまの日頃のご支援にお応えするため、以下の株主優
待制度を実施しております。

株主優待制度のご案内

保有株式数 継続保有期間
３年未満 ３年以上

1,000株以上
3,000株未満 2,000円分 3,000円分
3,000株以上
5,000株未満 3,000円分 5,000円分

5,000株以上 5,000円分 7,000円分

株主優待制度の内容（贈呈品：クオカード）

継続保有期間条件について
・年1回毎年9月末を基準日とし、同日付の当社株主名簿の記録により確認できる株主様
を対象といたします。
・継続保有判定は、半期ごと（毎年3月末および9月末）の当社株主名簿に、「同一の
株主番号」で連続して7回以上記録された株主様を、継続保有「3年以上」の対象と
いたします。
・「同一の株主番号」記録の連続性が中断された場合には、継続要件を満たさないもの
として取り扱います。例えば、保有されていた当社株式の全部を一旦売却した後に、3
月または9月の権利付き最終確定日までに株式を買い戻した場合などが該当します。

対象となる株主様	 �毎年9月30日現在、当社株式を1,000株以上
保有いただいている株主様

贈呈時期	 12月初旬に発送

　メディアプラットフォームnoteに当社の
公式アカウントを開設し、決算情報やIRイベ
ントの告知、サステナビリティに関する取り
組みなどを発信しています。

IRメール配信サービス
　最新のリリース情報やIR資料等の更新情報について、
三菱UFJ信託銀行株式会社が提供するメール配信サービス

「RIMSNET」にてリアルタイムにお知らせしています。
https://rims.tr.mufg.jp/?sn=4783ご登録はこちらから

過去の投稿、フォローはこちらから
https://note.com/ncd_ir

リンク先の利用規約をご確認の上、ご利用をお願いいたします。

統合報告書は当社 HPにてご覧いただけます。

https://www.ncd.co.jp/ir/library/integrated-report/
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